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アドビシステムズ株式会社や、米国アドビ システムズ社のホームページには、参考となる

多くの情報が掲載されています。定期的にアクセスし、情報の更新をお奨めいたします。

日本のアドビのホームページでは日本語で

http://www.adobe.co.jp/print
米国のアドビ本社のホームページでは、英語で

http://www.adobe.com/print
それぞれポストスクリプト技術関連の最新情報を発信しています。是非ご覧下さい。

はじめに

パソコンの普及とともにWindows 95が発売され、パソコン市場設置台数と合わせて、プリ

ンタの設置台数が増加傾向にあります。プリンタの技術はますます進歩し、高解像度化が進

み、出力が高速化しています。この進化に対応すべく、パソコンとネットワークプリンタを

利用されている皆様に、技術の最先端を行くアドビ純正ポストスクリプト技術についての詳

細をご紹介いたします。

ここに掲載されている内容は「1999年6月18日現在」の情報をもとにしております。また、

本書は、アドビ システムズ社（Adobe Systems Incorporated）が開発したインタプリタを

搭載した、ポストスクリプト プリンタについて記述しているものであり、アドビ以外のサー

ドパーティが開発したインタプリタを搭載したポストスクリプト互換プリンタ（クローン ポ

ストスクリプト プリンタ）は、対象としておりませんのであらかじめご了承下さい。

アドビ純正のポストスクリプトソフトウェアを搭載しているプリンタ等の出力装置は、カタ

ログや製品本体パネル等に、信頼のロゴマークが表示されています。
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PostScript（ポストスクリプト）は、1984 年にAdobe Systems Incorporated（アドビ システムズ

社）が発表したページ記述言語（Page Description Language: PDL）で、この技術をもとに1985 年

よりアドビ システムズ社は、ライセンス契約に基づき、ソフトウェア提供を開始しました。

 Adobe® PostScript®の歴史

D T P 生誕 10 年

1985年、米国ではデジタルの世界で多くの革命的技術

が発表されました。アドビがポストスクリプト言語を

発表、アップル社が Macintosh™ につながるレーザプ

リンタ、LaserWriter II プリンタを発表、アルダス社

（現在はアドビ システムズ社）が「ページ組版」ソフト

ウェアであるPageMaker を発表し、Desktop Pub-

lishingという言葉が生まれました。これにより、誰で

も自由なレイアウトで文書を作成することが可能とな

り、 300 dpi (ドット /インチ）という、それまでにな

い高品質で出力できるようになりました。いわゆる

「DTP」の幕開けとなったのです。さらにイメージセッ

タ（製版フィルム出力装置）がポストスクリプト・ソ

フトウェアを搭載した結果、ポストスクリプト言語は、

デザインや印刷の市場から普及し、その結果「デジタ

ル パブリッシングにおける不可欠な要素」として、事

実上の標準（デファクトスタンダード）と認められるに

至りました。社内で作成したドキュメントも、ポストス

クリプト言語ファイルでサービスビューローへ持ち込

めば、複雑な製版プロセスの必要なく、低コスト、短時

間で印刷物を制作できるような環境が整ったのです。

さて、日本では1980年代中盤までは、24ドット（一

文字をタテ、ヨコ 24 の点の集合で表現）のワイヤー

ドットインパクト、あるいは熱転写プリンタが主流で

した。

日本で 1 9 8 0 年台に起こった「O A ：O f f i c e

Automation」ブームでは、各メーカーが「FAX」「ワー

プロ」「普通紙複写機」の新機種の導入に力を注ぎまし

た。ワープロの普及は凄まじく、その結果、一般企業

において、「手書き文化」をオフィスから一掃してし

まったほどです。欧米で発生したDTPの波は、OAブー

ムに代わるものとして日本でも確実に高まりを見せま

した。ワープロの売上がピークに達した 1 9 8 9 年、

Apple® LaserWriter II NTX-Jが登場しました。その出

力が圧倒的に高品質だったことから、多くの企業に、

「ワープロを増やすよりもパソコンでネットワーク化」

を促す結果となりました。

LaserWriter II NTX-Jは、外付けハードディスクを備

えており、数多くのフォントを追加することができま

した。そして、プリンタの内部にはポストスクリプト・

インタプリタを搭載し、この部分がコンピュータから

受け取ったデータを高速でビットマップ展開するのが

特徴です。それまでのプリンタは印刷の指示をすると

即座にプリンタが稼働を始め、ライン単位に描画を開

始しましたが、ポストスクリプト・プリンタは、内部の

ページバッファ（メモリー）で１ページ分の描画イメー

ジを展開してからエンジンにデータを渡すので、印刷

指示後はしばらく無音で、その後ページが一気に出力

されることで、最初は戸惑い、ある種のカルチャー

ショックを感じたユーザも多かったのです。このよう

に、ポストスクリプト・ソフトウェアを搭載した出力機

器からは、それまでの常識を破る、極めて高品質の出力

が可能になりました。

最初のポストスクリプト日本語プリンタ

Apple LaserWriter II NTX-J

HDD
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PostScript 技術はアウトラインを描画する

PostScript 言語は、プログラミング言語のひとつで、

ページ記述言語（PDL）と呼ばれます。特徴としてはベ

ジェの3次曲線を用いて文字、図形等全ての要素のアウ

トライン（輪郭）を始点、終点、コントロールポイント

とそれらの座標値から演算し描画します。

例えばカーブを描くには、図のようにコントロールポ

イントと始点、終点が定まります。この中心点を折れ線

で結び、求めたいカーブとの誤差を

求めます。この直線の中心点から次

の折れ線を描いては誤差を求めると

いう作業を繰り返します。すなわ

ち、大まかな直線の中心点同士を結

びさらに直線を描く作業を繰り返す

と直線は微小となり、微小な直線が

エンジンの描ける最小単位に達した

時、曲線が形成されるのです。（2分

割の直線近似処理）。

文字については、さらに「ヒント情報」を用いて、どの

ようなサイズでも文字の美しいデザインを維持し、忠

実に出力します。ポス

トスクリプト・ソフト

ウェアでは、アウト

ラインによるこの

ような欧文フォ

ントの技術は、

Adobe Type1

フォントと

して完全に

公開されています。

日本語は文字種が多いため、オリジナル・コンポジッ

ト・フォント（OCF）と呼ばれ、現在アドビではOCF

をさらに改善した、CID (Character Identifier)-Keyed

フォントの普及に努めています。

PostScript 言語プログラム

次にポストスクリプト・プログラムとはどのようなも

のか、試してみましょう。

まず、出力先プリンタはポストスクリプト プリンタ

を選択しておいて下さい。テこれにより、ポストスク

リプトプリンタドライバがスタンバイします。次に、

キスト・エディタを使って、自分の名前をアルファ

ベットで入力します。「プリント」を指示してプリンタ

ドライバを呼び出します。プリント時の出力先を「プ

リンタ」ではなく「ファイル」と指定します。ファイ

ル名を「My_Name」とつけ、「OK」するとポストス

クリプト言語ファイルが作成されています。

このテキストファイルを開いてみると、おおむね下の図

で描かれているような、プログラムが読み取れると思い

ます。（実際には、より多くの情報が記述されています。）

ポストスクリプトプリンタを使用している時は、パソコ

ン上で作成した全ての要素が、アプリケーション ソフ

トやプリンタドライバによって、ポストスクリプト プ

ログラムに変換され、プリンタに送られているのです。

コントロール
ポイント

終点始点

ドライバは、出力先（プリンタ）の特性
（PostScript Level 1 または Level 2、対
応用紙サイズ等）をPPDから把握し、仕様
に合わせたプログラムを作ります。

PostScript Level 2は、Level 1仕様に比
べると機能が増え、性能が向上しています。

ファイル

"My_Name.ps"

パソコン OS上に存在する
プリンタ ドライバ

72 72 moveto
/Times-BoldItalic

24 selectfont
(Taro Yamada)

show
showpage

プリンタ
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PostScript プリンタ と Host-basedプリンタ

ホスト ベースド プリンタを使用する場合、ホスト、す

なわちパソコンのデータフォーマットからビットマッ

プ化してプリンタに送ります。Windows®では GDI、

MacintoshではQuickDraw™という OS の固有描画

（ドローイング）言語（イメージングモデルとも言う）

がプリントの最小単位である、ビットマップを形成す

ポストスクリプト・プリンタとホストベースド・プリンタの違いを見てみましょう。

るため、パソコンにかかる負荷が大きくなります。

ポストスクリプト プリンタを使用する場合、OS上で

機能するプリンタドライバがポストスクリプト言語プ

ログラムに変換し、プリンタにプログラムを伝送しま

す。パソコンにかかる負荷は小さくなります。

ポストスクリプト・プリンタの場合、ホストコンピュータは、ドライバが生成したプログラムを伝送します。こ

のポストスクリプト言語プログラムはデバイス（出力装置）の解像度に依存せず、ファイルはテキスト形式のた

め、容量は小さく、伝送も迅速です。また、フォントがプリンタに搭載されていれば、プログラムはフォントプ

ログラムの名称を差し示すだけで、実際の描画はすべてプリンタ内で行われるため、テキスト処理も迅速です。さ

らに、ポストスクリプト プログラムは、デバイスの特性（白黒かカラー、解像度、印字方式等）に一切依存せず、

どのアドビ純正ポストスクリプト のプリンタに伝送しても、常に同一で最高品質の出力が得られます。

ホストベースド・プリンタでは、ホストコンピュータは出力のたびに、デバイスの解像度に合わせてラスター

処理（点の情報－ビットマップ－への変換）を実行します。一度ビットマップに置き換えた情報は、ほとんど

の場合、再利用はできません。伝送される情報は、「点」の集合のため、プリンタの解像度が高ければ高いほど、

またモノクロよりカラーの方が格段に容量が大きくなり、ホストの負担も大きくなります。

ビットマップに展開された点の集合による情報はデー

タ量も重くなり、互換性が乏しくなります。例えば、解

像度が 300 dpi（dot/inch）のモノクロ プリンタ用に

ビットマップ展開したデータは、データの細かさも性

質も異なるため、600 dpiのカラープリンタでは使用で

きません。

このように、ホスト ベースド プリンタを使用する場合、

コンピュータに接続されているプリンタ（出力装置、あ

るいはデバイス）が変わるごとにビットマップ計算を

する必要があります。さらに、カラープリンタであれ

ば、デバイスごとの色再現の差異を補正する必要もあ

り、このような情報がネットワーク上を往来したので

はどんなに高速なネットワークを構築しても追いつき

ません。そこで、複数のクライアントがプリンタを共有

する環境、すなわち「ネットワーク」環境においては、

パソコンがビットマップ展開してプリントする「ホス

トベースドプリンタ」よりも「ページ記述言語（Page

Description Language, PDL）」搭載のプリンタが求め

ホストベースド・プリンタ
A

点の情報

コンピュータ（パソコン）

% Print big A program
100 100 moveto
/Century 240 selectfont
(A) show
showpage

ポストスクリプト・ プリンタ

テキストデータ
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られるのです。

PDL搭載のプリンタを使用している時にクライアント

がプリントすると、パソコンのシステム内に存在する

「プリンタドライバ」ユーティリティが使用中のファイ

ルを一旦パソコンのハードディスク内で「スプール」

し、それをPDLや、プリンタコマンドに変換します。

これらは「プログラム」ですから、出力先の機器がど

のような装置であるか、ということには依存しません。

装置の解像度や、白黒／カラー等の特性に関係なく、

変換ルーチンによってPDL に置き換えられ、ネット

ワークインタフェースを経て、プリンタに送られます。

300 x 300 dpi モノクロプリンタで
展開されたビット情報

600x600 dpiCMY溶融型プリンタで展開されたビット情報

3色カラーでページプリントに必要な情報量は、
解像度のタテ倍数（2）xヨコ倍数（2）x色数倍（3）＝ 12 倍になる

300 dpi

300 dpi

600 dpi

600 dpi

注：上の図は、イメージを表わすものであり、実際のビット展開結果とは異なります。

PDLを搭載したプリンタをネットワークに取り入れれ

ば、ネットワーク上は、アルファベットと記号で表現で

きるプログラムが行き交うことになり、UNIX™を含め

るすべてのプラットフォームがプリンタを共有するこ

とができます。また、アドビは、PostScript言語と同

時に、ポストスクリプト プログラムを作成する重要な

ソフトウェアである、「プリンタドライバ」を

MacintoshとWindows 95/98/NT用に開発し、プリン

タメーカーに提供しています。（詳細は後述）

Win 95/98 Mac DOS

プログラム →
↓プログラム

PDL搭載
プリンタ

UNIX/Linux Win NT

プログラム →

プログラム → プログラム →
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他のPDLとポストスクリプト

夢のようなPDLとは？

速い

コストが安い

出力が美しい

純正PostScriptソフトウェアは？

PDFファイルや、線画を含んだドキュメントのプリント

時に、最高のパフォーマンスを発揮します。

インタプリタがRISCチップや、メモリ、HDD等を搭載

する場合、その分コスト高ですが、信頼性、ネットワーク

拡張性、長く使えるソフトウェアであることから、将来

性を考慮すれば価格差以上の利点が生まれます。

グラフィックや、イメージ、カラー コンテンツとテキス

ト品質の卓越した再現性は、他言語やポストスクリプトク

ローンの追随を許しません。

多くの PDL の中でもポストスクリプトだけは、ハード

ウェアにまったく依存しない仕様となっています。ハー

ドウェアがどのように進歩を遂げても過去の機器の出力

とずれることはあり得ません。

PDL “A”

PDL “B”

PDL “C”

PDL “D” 互換性

大きく分ければ、（1）ハードウェアメーカー固有の

PDL、（2）オープンな仕様のPDLの二つがあると言え

るでしょう。

ハードウェアメーカー固有の言語の利用を推進する場

合は次のような点に注意するべきでしょう。ネット

ワーク上に異なるメーカーのプリンタが混在すると、

たとえば「あちらのプリンタでは問題なく出力された

が、こちらのプリンタでは出力に問題がある」というこ

ともあるかもしれません。問題を回避する方法はそれ

ぞれ異なり、多くのネットワーク管理者はなるべく単

一のメーカー（PDL）で統一しようとしているという

ことが調査から明らかになりました。しかし、プリン

タは、カラープリンタと白黒プリンタ、ソーター／

ホッチキス等のフィニッシャつきプリンタ等、カテゴ

リーごとに各メーカーは異なる特長を打ち出していま

す。ネットワーク管理者としては、同じ使い勝手で各

部門のニーズに最適なプリンタを配備したいと希望し

ていることでしょう。

PostScript技術の開発元であるアドビ システムズ社は、

自らプリンタ等の出力装置を製造しません。出力装置

に組み込むソフトウェア（PDL）と関連する技術を開

発しています。そのため、「特定のメーカー」や、「特定

の装置」にとらわれることなく、パブリッシング ワー

では、PDLにはどのようなものがあるのでしょうか？

クフロー等、プリンティング環境全体の向上を目指し

た技術開発に専念できます。そして、すべてのメーカー

の装置にも開発元であるアドビが純正のポストスクリ

プト技術を「ソフトウェア ライセンス」という形で組

み込むことができるのです。そのため、自社でPDLや

プリンタコマンド群を所有している多くのプリンタ

メーカーも、より高度なそして厳しい要求を持った

ユーザ向けとしてアドビ純正ポストスクリプト ソフト

ウェア搭載機器を製品ラインに加え、販売しています。

PDLやコマンド体系によっては、例えばCADのよう

な線画データに向いていたり、色数の少ないドキュメ

ントに向いているなど、それぞれに特長があります。し

かし、テキスト、線画、精緻なグラデーションを伴うフ

ルカラーのイメージまで、すべてを最高品質で出力で

きる技術はポストスクリプトの他にありません。

このようにポストスクリプト技術は、世界中のプリン

タメーカーが採用しているプリントにおける“事実上

の標準”（デファクト スタンダード）技術です。そのた

め、主にDTPの発展と共にハイエンドなマーケットで

利用されてきました。しかし、ポストスクリプト プリ

ンタは、決して「デザイン、印刷等のハイエンド市場向

けプリンタ」ではありません。誰もがメリットを見い出

すことができる「ハイ クオリティ」プリンタなのです。
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プリンタドライバの機能

パソコンを購入すると．．． プリンタを購入すると．．．

アドビが開発したポストスクリプト技術は、コン

ピュータのアプリケーションやプリンタ・ドライバと

しても生かされています。

Macintosh上のアプリケーションは、イメージングモ

デルであるQuickDrawで、Windows上のアプリケー

ションは、GDIと呼ばれるイメージングモデルでディ

スプレイに描画しています。また、パソコンがポストス

クリプト プリンタに接続されている時は、これらで記

述されたデータをプリンタドライバに渡します。

Macintoshの Mac OS には、アップル コンピュータ

社とアドビが共同で開発したコードをベースにした

「Apple LaserWriter」ドライバが、Windows 95には

マイクロソフト社とアドビが共同で開発した

「PScript」というドライバが標準で含まれています。

さらに、アドビのOEMメーカーを通じて、アドビが

Macintosh用に開発したPSPrinter/AdobePS、およ

びWindows 95用に開発したAdobePSを、アドビの

OEM パートナーのプリンタにバンドルする等して配

布しています。このように、プリンタ ドライバソフト

は、パソコンまたはポストスクリプト プリンタを購入

するたびに、最新バージョンのものが無償で入手でき

るのです。（メーカーによっては、Web等を介して、常

に最新のドライバとプリンタ記述ファイルを提供して

います。詳細はメーカーにお問い合わせください。）

ユーザが使用しているアプリケーションは、プリント

時にデータをプリンタ ドライバに渡します。プリンタ

ドライバがこれらをポストスクリプト言語に変換し、

ポストスクリプト プリンタに伝送します。ポストス

クリプト プリンタは、一度ポストスクリプト言語を

「Display List」という情報に変換した後、トナーやイ

ンキをのせるための最終段階であるビットマップデー

タに変換しプリンタのエンジンに送ります。

クローン（ポストスクリプト互換機）とよばれるプリン

タは、このインタプリタ部分がアドビのソフトウェア

を使用していない製品の総称です。

アップルコンピュータ社製

Macintosh用
プリンタドライバ

マイクロソフト社製

Windows 95用
プリンタドライバ

アドビシステムズ製

Macintosh用プリンタドライバ

Windows 95/98用プリンタドライバ

Windows NT用プリンタドライバ

Windows™

Macintosh
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ポストスクリプト言語はプログラミング言語ですから、

同一の処理でもプログラムの書き方は、幾通りも存在

します。個々のアプリケーションが出力するデータを、

オープンでデファクトスタンダードなフォーマットで

ある「ポストスクリプト言語」に変換する、いわば「通

訳」であるプリンタ ドライバは、正しいプログラム記

述を求められます。そして、そのプログラムを受け取

るポストスクリプト インタプリタは、ドライバの記述

をすべて正しく解釈しなくてはなりません。プリンタ

ドライバとインタプリタの両方を開発しているアドビ

だけが、アプリケーション、プリンタドライバ、イン

タプリタのすべてに一貫して技術革新をすることがで

きます。

クローン ポストスクリプト プリンタは、「ポストスク

リプト レベル２完全準拠」等という表現をしています。

しかし、アドビはポストスクリプト言語そのもの、な

らびにポストスクリプト プログラムを生成する重要な

ソフトウェアである、「プリンタドライバ」およびアプ

リケーションソフトウェアやフォント フォーマットに

至るまで、プリンティングに求められるソフトウェア

全体を開発しており、クローンベンダーが現在の言語

仕様やインタプリタの構造を解析し出力装置を製品化

する頃には、アドビ純正ポストスクリプト技術は、何

歩も先を歩んでいることになります。

1234567890
1234567890
1234567890
1234567890
1234567890
1234567890

12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901

Macintosh

QuickDraw

Apple/Adobe

Printer driver

Microsoft/Adobe

Printer driver

アドビ純正ポストスクリプト
インタプリタ搭載のプリンタ

インタプリタ

エンジン

OS固有の描画モデル
（ドローイング言語）

Windows

GDI

RGB画面情報から
ポストスクリプトプログラムへの通訳

アドビが開発したポストスクリプト技術は、プリンタ

ドライバ同様、アプリケーション製品でも活用されて

います。「Adobe Illustrator®」、「Adobe Photoshop®」、

「Adobe PageMaker®」、「Adobe FrameMaker®」等、

ポストスクリプト対応アプリケーションソフト

アドビのアプリケーションは、ドライバ機能も持って

おり、自らポストスクリプトコードを生成できます。

コードはドライバを通過して出力機器に送られます。

古い仕様のコード

新しい仕様を
含むコード

1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234

過去のAdobe PostScript
ソフトウェア搭載プリンタ

互
換
性

最新のAdobe PostScript
ソフトウェア搭載プリンタ

PostScriptコード プ
リ
ン
タ
ド
ラ
イ
バ

PostScriptコード

PostScriptコード

プ
リ
ン
タ
記
述
フ
ァ
イ
ル
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これらアプリケーションも、プリンタのインタプリタ

も、現在のポストスクリプト ソフトウェアの仕様のみ

に対応させることは容易かもしれません。しかし、アド

ビは、ユーザの資産を守るために過去の仕様との互換

性を維持するという開発ポリシーを、アプリケーショ

ン、プリンタドライバ、そしてインタプリタについて同

様に貫いています。

アドビが開発に携わっているアプリケーションやプリ

ンタ ドライバは、古い仕様と新しい仕様とを混在させ

てプログラムを作成したり、プリンタの仕様に合わせ

て生成することができます。また、出力機器側を見る

と、新しいプリンタは過去のどの仕様のコードも受け

入れられます。

DTP に必要な各種フォーマット

一昔前のパソコンブーム時には、単一のソフトウェア

に全ての機能を持たせる、いわゆる「統合化ソフトウェ

ア」が重宝されました。しかし、クリエイティブやDTP

の環境では、多くの専用ソフトウェアが専門性を高め

ることで、各々がプロの要求に応えるレベルに達しま

した。

多くのアプリケーションが品質向上や機能強化を求め独

自性を高めると、次に「統一性」や「標準フォーマット」

が求められるようになります。専用ソフトウェアで制作

した「線画」や「写真」などの素材も汎用ファイルフォー

マットで保存すると、他のアプリケーションや様々なプ

ラットフォームで再利用できるため、DTPには不可欠

なのです。

現在、Windowsを中心としたコンピュータを日常業務

で使用している人が、今までは外注していた印刷物も、

社内で作成するケースが増えつつあります。DTPがビ

ジネスユーザ層でも普及しつつあるのです。

ここでは、アプリケーションで作成した素材を、プラッ

トフォームに関係なく活用し、「レイアウト」をする上

で、最低限知っておいて頂きたいファイルフォーマット

をいくつかご紹介します。代表的なところでEPSF と

TIFF等の汎用ファイルフォーマットや、JPEG等の画

像圧縮フォーマットが挙げられます。EPSFとTIFFは

仕様が明確で、一般に公開されているため、互換性に

優れています。

例えばAdobe Photoshop 5.0で作成したファイルを

Photoshopフォーマット（.psd）で保存すると、利用

範囲がPhotoshop内に限定されますが、汎用ファイル

フォーマットで保存すると、利用範囲が広がります。

EPSF（Encapsulated PostScript File）は、ベクトル

情報とビットマップ画像の両方を持つことができる

フォーマットです。PostScript言語プログラムにヘッ

ダと 1あるいは８ビットに簡素化したプレビュー情報

（画面表示専用データ、MacintoshではPICTリソース）

を付加しており、TIFFに比べると容量は大きくなりま

すが、中味はポストスクリプト言語プログラムそのも

のですから、すべてのポストスクリプト機器が最高の

品質で出力をすることができるのです。DTP環境にお

いては最適な汎用ファイルフォーマットと言えます。

TIFF（Tag Image File Format）は、多くの画像処理

アプリケーション、スキャナの入力ドライバ等がサ

ポートしており、EPSF同様、ハイエンドでも使用で

きて汎用性が高い、ビットマップ形式の画像データ

フォーマットです。TIFFでは、「ピクセル」という単

位で呼ばれる正方形の画像を、マトリクス（行と列）

PostScript
言語プログラム

プレビュー情報
（8ビット）

－EPSFの概念－
カプセル化された

ポストスクリプトファイル形式
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にした形で保存します。

GIF（Graphics Interchange Format）は、256（8bit）

以下の色数（カラーパレット）で、グラフィック、ライ

ンアート、テキストにも使用でき、Webブラウザで用

いられるHTML（Hyper Text Markup Language）が

サポートするファイル フォーマットのひとつです。手

軽にオンラインで使用するには最適なグラフィック

フォーマットです。豊富な色数で、微細なグラデーショ

ンや正確な色を必要とする時は JPEG 形式を使用し

ます。

JPEG（Joint Photographics Expert Group）は、ハ

イエンドで使用可能な、高機能な画像圧縮フォーマッ

トです。ファイルの圧縮率が高いので、24 bitのフルカ

ラーを使ってもファイルサイズを小さくおさえること

ができ、保存時のディスクスペースを節約します。ま

た、圧縮の度合をユーザが定義することができます。

ここまでは、Macintosh, Windows, UNIX等のプラッ

トフォームに関係なく使用できるファイルフォーマッ

トでした。それでは、プラットフォーム固有のファイ

ル フォーマットには、どのようなものがあるでしょう

か。

WMF（Windows Meta File）とは、Windows OSで

使用している Windows Graphic Device Interface

（GDI）言語で書かれたコマンド形式のファイルフォー

マットです。

PICT は、MacOS 専用のドローイング言語である

QuickDrawをベースにした画像フォーマットです。

このようなプラットフォーム固有のファイルフォーマッ

トを使用するのは、同じプラットフォーム間だけで

データを流通する場合においては不都合はありません。

また、低解像度の「非ポストスクリプト プリンタ（GDI

プリンタ、QuickDrawプリンタ）」から出力しても、充

分な品質が得られるかもしれません。

最近では、インターネットやイントラネット等が普及

し、データのやりとりにおいて「受信者」のパソコン

やアプリケーションソフト、そして出力装置が限定で

きない場合も増えています。このような環境でのデー

タ交信には、汎用フォーマットを活用し、ポストスク

リプト プリンタの利用を検討すべきでしょう。何故な

ら、このような状況下では、ポストスクリプト プリン

タを用いると、もっとも信頼できる色の再現が可能と

なり、最高品質の出力が得られるからです。

アドビは、ドキュメントの一部として利用されること

を目的とした「ファイルフォーマット」の革新に留ま

らず、新たな「ドキュメントフォーマット」を開発し

ました。Portable Documento Format (PDF)は、イ

ンターネット時代に最適なフォーマットです。（詳細

は後述）

Macintosh ⇔ Macintosh

Windows  ⇔ Windows

Macintosh ⇔ Windows

Macintosh ⇔ UNIX

Windows ⇔ UNIX

Macintosh ⇔ Windows ⇔ UNIX

インターネット／イントラネット

QuickDraw またはGDIプリンタ
のみのネットワーク

ポストスクリプト プリンタを
用いたオープンなネットワーク

ネットワーク上のプラットフォーム
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デバイス インディペンデントとは？

ポストスクリプト技術について説明する時には、よく

「デバイス インディペンデント」という表現が使われま

す。これは何をさしているのでしょうか？

前述のように、ポストスクリプト プリンタを使った環

境では、パソコンから出力されるデータはポストスク

リプト言語プログラムになっています。そのプログラ

ムは、例えば 360dpi のインクジェットプリンタにも

5,000dpiを超えるイメージセッタにも利用できます。

カラープリンタに接続された時だけ色の情報を作った

り、解像度の高い装置に出力する時だけ念入りに細か

いプログラムを作る、ということはありません。どの出

力装置からも同じ出力が得られるようにプログラムさ

れるのです。このことから、「出力装置に（デバイス）、

依存しない（インディペンデント）フォーマット」と表

現されるのです。

300 dpi
昇華型カラープリンタ

800 dpiオンデマンド プリンタ

3,600 dpi
イメージセッタ

1200 dpiモノクロレーザ
プリンタ

1,440 dpiラージフォーマットプリン
タ

フィルム
レコーダー

すべての出力装置から
同様の出力ができる
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コンピュータでカラー出力をする時の問題点は、出力

時の色の予測です。たとえば、ひとつのコンピュータか

ら３台の異るプリンタに出力すると、それらの色は微

妙にばらつきます。これは何故起こるのでしょう？ そ

デバイス インディペンデント カラーとは？

出力A 　　　　　　　　出力B 　　　　出力C

してその解決のためにアドビのポストスクリプト ソフ

トウェアでは、どのような環境を実現しているので

しょうか。

コンピュータ環境では、スキャナ、デジタルカメラ、

ディスプレイ等が用いられますが、これらは「光（光の

3原色）」の混合により色を再現します。コンピュータ

のディスプレイを例に見てみましょう。ディスプレイ

は色を指定する時には「RGBカラースペース」を用い

ます。R, G, B,３色の光を等量に強めて行くと、像は

明るく映り、最大限に混合されると「白色：無色」にな

ります。これを「加法混色」といいます。これに対して、

プリンタ等の出力デバイスでは、インクやトナー等の

「色材」を用いますが、これらは、自ら光を発すること

ができません。色材は、混ざるほどに光を吸収し、最大

限に混合されると「黒」になります。これが、Cyan,

Magenta, Yellowによる「減法混色」です。カラープ

リンタが色を指定する時にはこれに基づく「CMYKカ

ラースペース」を用います。

同じカラースペースを用いても、各デバイスが再現で

きる色の範囲はデバイスにより異ります。そのため、同

じデータでも異るデバイスに出力すると、色にばらつ

きが見られます。このようなバラツキは、同じメー

カー、同じ機種であってもデバイス個体が持つ特性に

より生じる可能性があるものです。そしてこれを補う

12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901

CMY

CMYKカラーモデル
（減法混色）

1234567890
1234567890
1234567890
1234567890
1234567890

カラー
プリンタ

プロジェクター

デジタルカメラ

ディスプレイ

スキャナ

ビデオ

RGB カラーモデル
（加法混色）

R G B

コンピュータ

イメージセッタ

CTP

信号形態
RedRed GreenGreen

BlueBlue

White Black

CyanCyan MagentaMagenta

YellowYellow
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カラープリンタ Ｗ�

カラーディスプレイ Ｘ�

CMYK w

CMYK z

CMYK ?
CIE-Based

CIE-Based

CMYK w

RGB

CMYK z

PostScript Level 2�
プリンタ Z

PostScript Level 2�
プリンタ W

カラープリンタ Ｚ�

CRD 1

CRD 2

CRD 1

CRD 2

CRD 3

には、最終的な出力デバイスを想定した色合わせ（キャ

リブレーション）が必要になります。次に示した概念図

の右側を見るとポストスクリプト ソフトウェアの「デ

バイス インディペンデント カラー」では、キャリブ

レーションをホストとプリンタに分散させることがで

き、しかもアプリケーション等、情報の入り口から出口

まで一貫してデバイスに依存しないカラー環境を実現

できることがわかります。ポストスクリプトプリンタ

ドライバあるいはアプリケーションが生成する色の情

報は、一貫して同じ記述をするのです。つまり、パソコ

ンから出力される「色」に関する情報は同じ、というこ

とになります。

では、どのようにしてプリンタの個体差を補正し、「あ

るべき色」に合わせるのでしょうか？このような個々

の個体が「標準」の色に合わせるための変換テーブル

は、各プリンタの中のポストスクリプトインタプリタ

の中に格納されます。このようにして、すべてのポスト

スクリプトプリンタが同じ「色」を再現することができ

るのです。

これに対し、概念図左側は、ColorSyncのように、パ

ソコンが色補正をする例を示していますが、これはデ

バイスが変わるたびにキャリブレーションが必要にな

る「デバイス ディペンデント」であることがわかりま

す。プリンタが変わるごとにそのパソコン（OSあるい

はカラーマッチングソフトウェア）が個体情報を参照

し、最適な色を作るための計算をします。

アドビ システムズ社は、アップルコンピュータ社等と共

に、国際的にコンピュータ環境におけるカラー再現の標

準化を図る、ICC（International Color Consortium）

の創設に加わり、人の知覚に最も近いカラーモデル、

CIE ベースドカラーを中心とした、デバイスに依存し

ないカラー環境作りを進めています。ポストスクリプ

ト ソフトウェアは、CIE Based XYZ, CIE Based

L*a*b*等、印刷／出版における標準といわれる、多く

のカラースペースに対応しています。ポストスクリプ

ト ソフトウェアは、単なるキャリブレーションのソ

リューションにとどまらず、「デバイスに依存しない」

真に「オープンな」ソリューションです。

Adobe Photoshop等、多様な
カラースペースをサポートした

アプリケーション

デバイスに依存しないカラー環境

PostScript Level 2, PostScript 3
対応プリンタドライバ

注：CRD（Color Rendering Dictionary）は、デバイスが忠実に色を再現するために必要な
データで、アドビが提供するツールを用いてプリンタメーカが作成します。

デバイスに依存するカラー環境



 16

フォントフォーマット、OCFとCID

日本語には、JIS で定められる6,000字を超える文字

種があり、これまでアドビが販売してきたフォント製品

は、OCF（Original Composite Font） フォーマットを

用いていました。このフォーマットでは、フォントを描

画する上で必要なポストスクリプト アウトライン フォ

ント プログラムをアクセスするには、いくつかのファ

イルを経由して目的のファイルに到達していました。

二つのフォントフォーマットについてその違いを説明しましょう。

OCF は、アドビが独自に作ったファイル構造になっ

ており、その内容は公開されていません。OCFの仕組

はたいへん複雑でしたが、多くのフォント ベンダーが

構造を解析し、「ポストスクリプト対応フォント」を発

売し、現在のDTP環境を作り上げる原動力となりま

した。

しかし、これらの統一性を欠いたフォントの出現は、一

方で機能や利用範囲に差が生じ、市場を混乱させる原

因ともなりました。アドビは、フォント ベンダーが字

母デザイン開発に専念するためにも、シンプルなファ

イル構造が求められると考え、早くから公開フォー

マットの開発に着手しました。これがCID-keyedフォ

ントフォーマットです。

findfont （フォント要求） findfont （フォント要求）

OCFフォーマットの構造 CIDフォントフォーマットの構造

メーカー A

600dpi まで

1200dpi まで

1000dpi まで

600dpi まで

メーカー B

メーカーC

メーカーD

ルート
フォント

Type 1フォントデータ 90ms

90pv

83pv

ファイル�
CMap

文字データ�
Type 1

CID Font
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ATM と ATL（Macintosh™ 例）

図からもわかるように、OCFでは、フォント要求がルー

トフォントファイルに対して行われます。そこから、目

標のフォント プログラムに到達するまでの間に階層構

造になっているファイルを次々に検索してゆきます。そ

してこの階層の構築の方法など、OCFフォーマットの

すべての情報が非公開であったため、フォントベンダー

によって異なる構造となることがありました。

CIDフォントでは、フォント要求はCMapファイルに

対して行われます。CMapファイルは、いわゆるアド

レスブックのような参照テーブルになっており、ここ

で目的の文字のアウトライン プログラムが格納されて

いる固有の ID番号を取り込みます。そしてそのアドレ

スにダイレクトにアクセスするため、OCFに比べアク

セス時間の短縮が図れました。また、シンプルなファイ

ル構造のため、全体的にファイル容量も小さくおさえ

ることができました（ほとんどの書体でファイルサイ

ズが 10 ～ 20％程度縮小）。

さらに Macintosh 用 83pv, 90pv や Windows 文字

セット 90msの他、今後発生する複数のエンコーディ

ングに対応させる時には、CIDfont Type 1文字データ

ファイルはそのままで、CMapファイルのみを複数用

意すれば、簡単に対応できます。このように CID は

OCFに比べ、開発者にも省力、省コスト、短期開発と

いうメリットがあります。

OCFベースのプリンタフォントと同様、CIDベースの

プリンタフォントにも低解像度版と高解像度版があり

ます。これまで低解像度版の制限がOCFでは600 dpi

でしたが、CIDフォント製品では、1,200 dpiとなりま

した。

まず、アドビが現在販売しているフォント製品には

Macintosh版とWindows 95版があります。ここでは

Macintosh版についてご説明します。

アドビのフォントパッケージには大まかに分けると、

「ATL (Adobe Type Library)」と呼ばれるものと、

「ATM (Adobe Type Manager) 」と呼ばれるものに

分類できます。

Adobe Type Libraryパッケージ：

ATLでは、プリンタの解像度により、二つのパッケー

ジが用意されている製品があります。そのような製品

については、OCF製品では、低解像度版は600dpiま

で、高解像度版は 601dpi以上、CID製品では、低解

像度版は1,200dpiまで、高解像度版は1,201dpi以上

となっています。ATL は、ATMスクリーンフォント

と、ポストスクリプト プリンタ用プリンタ フォント

の両方を含んでいます。製品に含まれる「専用ダウン

ローダー」を使うと、Adobe Type 1フォントプログ

ラムをポストスクリプト プリンタにダウンロードで

きます。また、ATLには、「ATMインストーラ」も含

まれていますから、一台のパソコンに対してATM用

スクリーン フォントをインストールできます。

Adobe Type Manager パッケージ：

ATM フォントパッケージは、パソコン用スクリーン

現在どのようなフォント製品が流通しているかを確認しましょう。

フォントのみの製品です。解像度制限により、OCF

ベースの製品では、600dpiまで、CIDベースの製品

では、1,200dpiまでの出力装置で利用可能です。

ATM はコントロールパネルからアクセスできるプロ

グラムです。MacintoshのOS (Operating System)

には、「丸漢（まるかん）」と呼ばれるスクリーン表示用

のビットマップフォントが含まれています。しかしこ

のようなスクリーンフォントを使っていると、文字の

サイズによっては、表示やプリントの時に「ギザギザ」

になってしまいます。「ATMインストーラ」を使うと、

ポストスクリプト プリンタで使用するAdobe Type

1 フォント プログラムを、Macintoshのシステムフォ

ルダーにインストールすることができます。（ATM用

スクリーンフォント）

ATM用スクリーンフォントは、どんなに拡大しても画

面上ではジャギー（ギザギザ）のない美しい表示をし

ます。また、ATM用スクリーンフォントを使うと、非

ポストスクリプトプリンタや、該当書体を搭載してい

ないポストスクリプト プリンタからも美しくプリント

することができます。非ポストスクリプト プリンタと

接続されている時は、文字はATMがビットマップを形

成をしますので、ポストスクリプト プリンタで出力

するのと同じ程度の品質で出力することができます。
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ただし、すべてATMを使って非ポストスクリプトプリ

ンタに出力しようとすると、冗長なビット情報がネッ

トワークを飛び交うことになり、トラフィックを圧迫

します。また、パソコンが解放されるまでに長い時間を

要します。バックグラウンド プリントを行ったとして

も、パソコンにとっては、大きな負担であることに変わ

りはなく、さらに多ページものになれば時間がかかり

ます。

現在、アドビのオリジナル デザイン フォントには次の

ような製品が揃っています。

Adobe Plus Pack 2.0J ：

ATM 4.0JプログラムとATMスクリーンフォントを含

んだ、「ATM」パッケージ。モリサワ オリジナルデザイ

ンの日本語書体は、アウトラインの抽出は不可、コピー

プロテクションがかけられています。

次の書体がMacintosh にインストールできます。

リュウミンL-KL、中ゴシックBBB、太ミンA101、太

ゴ B101、じゅん 101、欧文フォント 65 種類（ITC

Avant Garde Gothic, ITC Bookman, Helvetica Nar-

row, New Century Schoolbook, Palatino, ITC Zapf

Chancery, ITC Zapf Dingbats他）

Adobe Type Library 2.0J：ATM用スクリーンフォント

ATM 4.0JプログラムとATMスクリーンフォントを含

んだ、「ATM」パッケージ。モリサワのオリジナル デザ

インによるATM用スクリーンフォントは合計26書体

あります。ビットマップ形成は1,200dpiまでとなって

おり、すべての書体のアウトライン抽出は不可、コ

ピープロテクションがかけられています。　　　　　

リュウミンL-KL、中ゴシックBBB、太ミンA101、太

ゴB101、じゅん101、見出ミンMA31、見出ゴMB31、

新正楷書CBSK1、じゅん34、じゅん501、新ゴファ

ミリー（L/M/B/U/Rの5書体）、リュウミンファミリー

（M/B/U/H/R-KL）、教科書 ICA ファミリー（L/R/M）、

ゴシック MB101 ファミリー（B/H/U）

Adobe Type Library 2.0J ：株式会社 モリサワ

ATM 4.0J プログラムが付属。モリサワのデザインに

よる合計26書体が単体、あるいはマルチパックでご購

入頂けます。プリンタの解像度により、低解像度版

（1,200dpiまで）と、高解像度版（1,201dpi以上）の

２製品があります。すべての製品には、ATM 用スク

リーンフォントとプリンタフォントが含まれており、

プリンタ１台、Macintosh１台に各々インストールでき

ます。アウトラインの抽出は不可、コピープロテクショ

ンがかけられています。リュウミンL-KL、中ゴシック

BBB、太ミン A101、太ゴB101、じゅん 101、見出

ミンMA31、見出ゴMB31、新正楷書CBSK1、じゅ

ん 34、じゅん 501、新ゴファミリー（L/M/B/U/Rの

5書体）、リュウミンファミリー（M/B/U/H/R-KL）、教

科書ICA ファミリー（L/R/M）、ゴシックMB101 ファ

ミリー（B/H/U）

Adobe Value Pack 2.0J：財団法人 日本規格協会

ATM 4.0Jプログラムが付属。平成全 10書体が含ま

れたパッケージ。すべての書体がMacintoshにインス

トールでき、ポストスクリプトプリンタにダウンロード

できます。解像度の制限はなく、アウトライン抽出は可

能、ATM用スクリーンフォント、プリンタフォントの

いずれもプロテクションはありません。　　　　　　　

平成明朝W3、平成明朝W5、平成明朝W3外字、平
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成明朝 W7、平成明朝W9、平成角ゴシック W3、平

成角ゴシックW5、平成角ゴシック W7、平成角ゴシッ

ク W9、平成丸ゴシック W4

Adobe Type Library 2.0J：株式会社 タイプバンク

タイプバンクゴシックB/H/M/DB、タイプバンク明朝

M/Hの合計 6書体が揃っています。ATM用スクリー

ンフォントとプリンタフォントが含まれており、プリン

タ１台、Macintosh１台に各々インストールできます。

いずれの書体も、解像度制限はなし、アウトライン抽出

は可、ATM 用スクリーンフォントのコピープロテク

ションはありませんが、プリンタフォントにはコピープ

ロテクションがかけられています。

Adobe Type Library 2.0J：

株式会社 タイプバンク、味岡伸太郎かなシリーズ

ATM用スクリーンフォントとプリンタフォントが含ま

れています。すべての書体とも、解像度制限はなし、ア

ウトライン抽出は可、ATM用スクリーンフォントおよ

びプリンタフォント共、コピープロテクションはありま

せん。味岡伸太郎かなシリーズは、GB、GDB、GH、GM、

GR、MH、MMの７製品があります。（すべての製品は、

小町®、良寛®、行成®、築地、弘道軒®の合計５書体か

ら構成されます。）

Adobe Type Library 2.0J：鴨野 実書体デザイン室

ATM用スクリーンフォントとプリンタフォントが含ま

れています。すべての書体とも、解像度制限はなし、ア

ウトライン抽出は可、ATM用スクリーンフォントおよ

びプリンタフォント共、コピープロテクションはありま

せん。鴨野かなシリーズ L/M/B/Uの４製品（すべての製

品は、ロゴアール™、ロゴカット™、ロゴライン™の

合計３書体から構成されます）。
こづかみんちょう

尚、アドビ初のオリジナル日本語書体、「小塚明朝」６書

体も登場しました。下記をご参照してください。

Adobe Type Library 2.0J：アドビ システムズ株式会社

ATM用スクリーンフォントとプリンタフォントが含ま

れています。各書体ごとのパッケージ、６書体パック、

ATMの３種類の製品が用意される予定です。すべての

書体とも、解像度制限はなし、アウトライン抽出は可、

ATM用スクリーンフォントおよびプリンタフォント共、

コピープロテクションはありません。　　　　　　　

小塚明朝EL/L/R/M/B/Uの６書体が用意されています。

EL（Extra Light）は、リュウミンL-KLよりもさらに細

いウエイトのデザインで、ごく小さな文字でも、細線の

つぶれやかすれがなく、キャプションやルビの書体と

しては効果が高いデザインです。L（Light）はやや細

めの本文、R（Regular）は普通の本文、M（Medium）

は、太めの本文や広告コピー等、B（Bold）やH（Heavy）

は見出しに利用できます。

尚、ATMプログラムは、随時バージョンアップされ、ア

ドビのアプリケーション等に無料でバンドルされること

があります。

アドビは現在、OCFベースのフォント製品の販売なら

びにサポートをすべて終了し、CIDベースのフォント

製品を販売しています。前の章でも説明しましたよう

に、OCFと比較した時にCIDは多くの付加価値がある

ため、アドビは積極的にCIDフォントへの早期移行を推

進しています。

注意：ここで用いている製品の名称は、一部正式製品名

と異なる場合があります。
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書体別フォント製品リスト （Macintosh版）

〇　

〇　

〇　

〇　

〇　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

リュウミン L-KL

中ゴシック BBB

太ミンA101

太ゴ B101

じゅん 101

見出ミンMA31

見出ゴMB31

新正楷書CBSK1

新ゴ L

新ゴM

新ゴ B

新ゴU

新ゴ R

リュウミンM-KL

リュウミン B-KL

リュウミンU-KL

リュウミンH-KL

リュウミン R-KL

じゅん 34

じゅん 501

教科書 ICA L

教科書 ICA R

教科書 ICA M

ゴシックMB101 B

ゴシックMB101 H

ゴシックMB101 U

TypeBankゴシック B

TypeBankゴシックH

TypeBankゴシックM

TypeBankゴシックDB

TypeBank 明朝M

TypeBank明朝H

味岡伸太郎かなシリーズGB

味岡伸太郎かなシリーズGDB

味岡伸太郎かなシリーズGH

味岡伸太郎かなシリーズGM

味岡伸太郎かなシリーズGR

味岡伸太郎かなシリーズMH

味岡伸太郎かなシリーズMM

600dpi
以下

ATL 2.0J (CID)
書体名

601dpi
以上

ATL (OCF)

1200dpi
以下

1201dpi
以上

ATM
複数書体
パック

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　〇

　〇

　〇

　〇

　〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

-

-

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

Adobe
Plus
Pack
2.0J

￥50,000

ATM専用
各書体

￥20,000

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2 書体
パックあり

ATL価格

高解像度版：
298,000円

低解像度版：
49,000円

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

49,000円

35,000円

3 書体
パックあり

（表中の“〇”は、該当書体が単品で販売されていることを表わします。製品名で記述されているものは、該当書体

が複数パッケージされたマルチフォントパッケージです。また、OCFパッケージは生産を終えておりますので、

店頭在庫のみとなっております。）

販
　
売
　
終
　
了
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書体別フォント製品リスト（Macintosh版）

鴨野カナシリーズ L

鴨野カナシリーズM

鴨野カナシリーズ B

鴨野カナシリーズU

平成明朝W3

平成角ゴシックW5

平成明朝W5

平成明朝W3外字

平成明朝 W7

平成明朝W9

平成角ゴシック W3

平成角ゴシック W7

平成角ゴシック W9

平成丸ゴシックW4

小塚明朝 EL

小塚明朝 L

小塚明朝 R

小塚明朝M

小塚明朝 B

小塚明朝H

ATL 2.0J (CID)書体名 ATL (OCF) ATM
各書体

〇

〇

〇

〇

Value Pack-J

〇 Value Pack-J

-

〇

-

〇

-

-

-

〇

ATL 2.0J
複数書体パック

〇

〇

〇

〇

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

〇

〇

〇

〇

〇

〇

35,000円

ATL 2.0J
単体価格

Adobe Value
Pack 2.0J
（平成書体
全 10書体）
19,800 円

小塚明朝
6 書体パック
198,000円

ATM
6 書体
パック

72,000円

各書体
49,000円

（表中の“〇”は、該当書体が単品で販売されていることを表わします。製品名で記述されているものは、該当書体

が複数パッケージされたマルチフォントパッケージです。また、OCFパッケージは生産を終えておりますので、

店頭在庫のみとなっております。）

販
売
終
了
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12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901

和文フォントダウンロードの仕組（Macintosh例）

和文書体は、欧文書体と比べると文字数も格段に多く、

またひとつひとつの文字は多くの画数を必要とした複

雑なデザイン（字母）になっています。これらの開発に

は高い文化的知見、ノウハウ、それに熟練した技術が求

められているため、欧文フォントに比べ和文フォント

パッケージの価格は高額になります。また、貴重な字母

は知的財産とみなされ、開発者はその利益を守るため

に、違法コピーを防止するための「プロテクション機

能」を製品に盛り込むことがあります。たとえばひと

つのフォントパッケージから「何台のプリンタ」にダウ

ンロードできるか、あるいは「何回」までダウンロード

できるかという制限情報をインストール プログラムに

組み込み、「キーディスク」と呼ばれるフロッピー ディ

スクにプリンタの情報やインストール情報を書き込み

ます。

・Macintoshがプリンタに固有情報を問い合わせる

・プリンタが ID情報（シリアル番号）を答える

・「キーディスク」に記録されているプリンタの ID情報と照合する

・シリアル番号が一致しないため、エラーメッセージを表示して終了

・→「このディスクはすでに使われています」が表示

アドビが販売している株式会社モリサワのデザイン書体を例にご説明します。

フォントをダウンロードする時の手順の概略は、次のようになっています。

・ユーザがフォントをダウンロードしたいポストスクリプトプリンタをセレクタで選ぶ

・ダウンローダーを起動する

・Macintoshがプリンタに固有情報を問い合わせる

・ポストスクリプトプリンタが、解像度や、固有 ID（インタプリタのシリアル番号）を答え

る

・Macintoshが「キーディスク」にこれらの情報を書き込む

このように、ダウンロード開始と共に、AppleTalk（あるいはEtherTalk）を用いてMacintoshとポストスクリプ

トプリンタが会話（Talk）をするわけです。

では、ユーザが違うプリンタを選び、再び同じフォントパッケージからフォント ダウンロードを試みると、どうな

るのでしょうか。

旧ATLでは、Outline Disk No. 1
ATL 2.0Jでは、Install Disk

AppleTalk（OCF製品）

AppleTalk, EtherTalk（CID 製品のみ）

私は 600dpiのモノクロプリンタです。
シリアルナンバーは、●●●●●●です。

プリンタから戻された情報は、
「キーディスク」に記録される。

これより、フォントプログラムの
ダウンロードを開始しますので、

プリンタの情報をお知らせください。
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1.　低解像度パッケージの解像度制限を 600dpiから 1200dpiに引き上げ

2.　インストール時の容量が大幅縮小

3.　AppleTalk(LocalTalk)に加え、EtherTalk によるフォントダウンロードが可能

4.　CD-ROMによるインストール／ダウンロードが可能

5.　ファイルサイズの縮小により、フォントへのアクセス時間が短縮

6.　Acrobat 4.0以降で、PDFに和文フォントの埋め込みが可能になる

※ただしモリサワフォントは、New CID フォントからPDFへの埋め込みが可能

OCFフォントと比較した時のCIDフォントパッケージのメリットをまとめると．．．
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ポストスクリプト言語は、紙やフィルム、刷版等に対

して、デジタルドキュメントを最高の品質で出力でき

るフォーマットです。しかし、最高の品質を実現する

ためには、ファイル容量が大きくなる傾向があります。

インターネット利用者数の推移に関するデータによれ

ば、1996年のインターネット利用者は前年比 3倍の

530万人となり、西暦2000年には3,000万人を突破

すると言われています。既に2,000万人近いユーザが

家庭であるいは仕事場でインターネットを利用してい

ます。このように、無限の情報がデジタルでアクセス

可能になるなか、アドビはポストスクリプト技術を

ベースに、配信過程におけるインフラともいえる テ

クノロジー、PDF（Portable Document Format）を

開発しました。

PDF は、ポストスクリプト技術をベースとした、ド

Adobe Acrobat®とPDF

キュメントフォーマットです。

ポストスクリプトの実現した、デバイスインデペンデ

ント（出力機器の解像度等に一切依存せず、どの出力機

器からも最高のプリント品質を実現すること）の思想

を、出力の前のデジタルドキュメントの配信（データの

やりとり）において実現するフォーマットです。

一般のアプリケーションで作成したドキュメントをその

ままのフォーマットで配信すると、受け取った人が作成

された時と同じ環境を用意していなければ、ドキュメン

トが開けなかったり、文字化けしたりして、再利用でき

ないことが起こります。デジタル ドキュメントの流通

で依存する環境には次のようなものがあります。

1.　データの配信媒体（フロッピー、通信、ネットワーク等）

2.　コンピュータシステム（Macintosh、 Windows、UNIX等ハードウェアとOS）

3.　アプリケーションソフトの種類とバージョン

4.　システムのフォント環境

こちらのネットワークにはPCしかないんだ。まず

Mac フォーマットのファイルが認識できないん

じゃないかな。それに君が使ったアプリケーショ

ンやフォントはこちらでは使っていないし．．．と

にかく紙に出力して郵便で送ってくれないか。

原稿があがったんだ。Macintoshで作ったから今

から電子メールで送るよ。ソフトはXXXXのバー

ジョンYYYY、フォントは ▲▲▲と■■■を使っ

てあるからそちらのパソコンにもいれておいて！

A
氏

B
氏

通信納期 ...

通信コスト ...

ファイルの再利用 ...

アプリケーションの管理 ...



 25

データの配信媒体は、これまではフロッピーディスク、

光磁気ディスク等のハード媒体が主流でしたが、これ

らに代わり、最近ではイントラネット、インターネッ

ト、電子メール等の媒体を通じてデータを入手する機

会が増えています。

また、企業のネットワーク化が進み、異なるコンピュー

タ システムが混在するケースが増えています。

アプリケーションソフトウェアは、高機能化が進み、特

にここ数年の間にはフルカラー対応が増え、カラー

マッチングの信頼性の向上もあり、コンテンツのカ

ラー化が進んでいます。

デジタルドキュメントで使用できるフォントは、商業

印刷の世界で写植のプロフェッショナルが使用する書

体など、豊富なデザインの中から選ぶことができるよ

うになりました。

このような状況から、ドキュメントをデジタルで配信

する際には、

A.　データ容量が軽いこと

B.　パソコンやOSに依存せずに利用できること

C.　イメージを正確に、かつ正しい色再現ができること

D.　エンコーディングの相違によるシステム外字の文字化けを回避できること

等が求められます。

アドビは、このような環境の変化に対し、1997年5月

に Adobe Acrobat 3.0 を発売し、1999 年 6 月には

1. Adobe Acrobat Reader：PDFドキュメントを「見る」、「プリントする」ことがビューワーソフト。

Macintosh, Windows用の他、Readerだけは、UNIXに対応したものも提供しています。アドビは、

Adobe Acrobat Readerをホームページ等を通じて無償で配布すると共に、一般のユーザによる再配

布には制限を設けていません。（ただし、再配布にあたっては、アドビの提供するファイルすべて－

Electric End User License Agreementを含む－を再配布して下さい。）

2. Adobe Acrobat ™：PDFドキュメントを、「見る」、「プリントする」機能に加え、電子ドキュメントと

して編集するための様々な機能を備えています。（セキュリティ、しおり、サムネール、アーティク

ル、校正用注釈機能、ハイパーリンクの設定等）

3. Adobe Acrobat Distiller™：各種アプリケーションソフトで保存されたデータを、ポストスクリ　プ

ト言語を介して PDF形式に変換します。その際、ビットマップ　イメージ、テキスト／線画等の圧縮

率や、ターゲット デバイスの解像度等を自動／手動で設定することができます。

1. 圧縮性が極めて高い（通常 1/10から 1/40程度のファイル容量）

2. 汎用パソコンで手軽に使用できる（日本語版はWindows 95/98/NT、 Macintoshに対応、英語版は

　UNIXにも対応）

3. ポストスクリプトと同じグラフィックモデルを使用（極めて正確なドローイング、イメージ、色の再

現が可能）

4. Adobe Acrobatをインストール時に、プラットフォーム間特有の外字エリアで使用されている 差分

フォントをインストール。外字の文字化けを回避（Macintosh版をインストール時には、 Microsoft

外字セットを、Windows版をインストールする時には、Macintoshの外字セットを各々　インス

トール）

PDF の特徴は?

Acrobat 4.0 にバージョンアップいたしました。

Adobe Acrobat の最新版の概要を主な変更点を中心

に御説明しましょう。
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他言語搭載プリンタの場合
プリント指示

↓
　　PDF　　

　
↓

QuickDraw/GDIで解釈
↓

言語固有ドライバ
↓

言語プログラム／コマンド体系
に変換
↓

プリンタ言語搭載プリンタへ
↓

ビットマップ化（ラスタライズ）
↓
出力

ホストベースドプリンタの場合
プリント指示

↓
 PDF

↓
QuickDraw/GDIで解釈

↓
ビットマップ作成

↓
　QuickDraw/GDIプリンタへ伝送

↓
出力

このように、新たな時代に求められるエレクトロニッ

クペーパーとして求められる要素をすべて満たしてい

るのがPDFです。

PDF（Portable Document Format）ドキュメントの

出力には、アドビ純正ポストスクリプト インタプリタ

搭載のプリンタが最高の品質、速度を実現します。これ

は、PDFファイルがポストスクリプト言語をベースに

開発されているからです。フォントには「CID フォン

ト」フォーマットと、また図形／イメージの再現にはポ

ストスクリプトと同じ「グラフィック モデル」を使用

しているため、もっとも効率の良いレンダリング（ビッ

トマップ化）が行われます。

PDFドキュメントをポストスクリプト以外のプリンタでプリントする時の流れは、次の
ようになります。

赤字部分は、PDFから各々のフォーマットへの解釈に大きな

負荷（スプーリングと変換）を要する部分。アドビ純正のポス

トスクリプト プリンタであれば、PostScript ⇔PDFのため、

わずかな負荷で済みます。

PDFドキュメント

6. 改ざん防止セキュリティや、電子署名機能を装備。さらに本格的なセキュリティサーバーシステムに

連動（エントラスト社、ベリサイン社）

7. 紙の上で校正作業をするのと同等の環境を実現。フリーハンドや基本図形による校正ならびに、スタ

ンプ、音声注釈、クリップ留め（ドキュメントの添付）、さらにタッチアップ機能によって文字の修正

も可能。Adobe Illustrator, Adobe Photoshopで作成された図形は、PDF中で編集が可能。
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データフローの中で PostScript ⇔ PDF 間でのデータ

変換は、グラフィック描画のエンジンが同じため、もっ

とも論理的な矛盾が少なく、圧縮を含めた変換後のデー

タの損失も最小限です。

ポストスクリプト技術には、論理的な解像度の限界はあ

りませんが、現在の市場にある出力装置では、5,000

dpi 程度のイメージセッター（製版フィルム出力機）

が最高となっています。

最新のAdobe Acrobat 4.0では、ターゲット出力機を

最高で 4,000dpi 程度と想定しています。それ以上の

情報を持つと、ファイル容量が巨大になることと、ほ

とんどの商業印刷システムでも 4,000dpi 程度でフィ

ルム出しをすれば、充分なクオリティが得られるから

です。

ポストスクリプト技術は、このような高解像度の装置

からでも最高品質で再現できるだけの情報量を持って

おり、ポストスクリプトインタプリタは、これを解釈、

描画できるだけの機能を有しています。

しかし PDF を作成する際には、ポストスクリプト

ファイルが持つ「デバイス インディペンデント」な情

報をすべて残すか、あるいは圧縮率を優先して「デバ

イスに依存する情報のみを残す」等、作者の意図を最

大限に生かすことが可能です。デジタル コンテンツが

バーチャル モール等のインターネットを通じて売買さ

れる時代にあって、PDF は必須のフォーマットであ

り、ポストスクリプト プリンタは、それを最高品質で

出力する必須の出力装置です。
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Windows ユーザにとってのポストスクリプト

• Apple Macintoshや、Windows 95を搭載した汎用パソコンあるいはUNIX/Linuxワークステー

ション を使用して、「見た目が重要なドキュメント」を扱っている（カタログ／マニュアル等の出

版物、ポスターデザイン、論文、アニュアルレポート、プレゼンテーション、各種報告書等）

• ネットワークを利用している（LAN、インターネット、イントラネット、リモートアクセス、メ

ディアを介したデータのやりとり）

• ネットワーク上に異なるコンピュータシステムが混在している

• データのやりとりにおいて、相手のパソコンやシステムを限定できない

• 保存、再利用性の高いドキュメントを扱っている

• いわゆるDTPソフトを使用している、あるいは使いたいと思っている

• 印刷物を可能な限り自社内で制作したい

• ビジネスソフトを使用していて、画面で見たものと出力されたものと違うと嘆いている

• カラーのドキュメントを多く扱っている、あるいはカラー化したいと思っている

• 多様な書体を使っている、あるいは、使いたいと思っている

• ドキュメント／コンテンツを複数の方法で利用したい（印刷物として紙で配布、WWWのホーム

ページやイントラネットに掲載、オンラインマニュアルとしてCD-ROMで配布等）

• 多くのトゥルー タイプ（True Type™）フォントを使っている

• 論文制作をすることがある

• コンテンツ配信サービスをしている

（この場合は、最終的な受信者がどのようなシステム環境で出力するかを不特定となる。コンテンツ

を最終的に出力した時のクオリティに対するクレーム等を予め回避したい場合、「ポストスクリプト

プリンタで出力することを想定している」というクレジットをつけることが有効です。）

等があげられます。

次に、トゥルータイプとポストスクリプト プリンタの関係についてを中心に、ご説明します。

ポストスクリプトプリンタを一般オフィスで利用する

と、様々なメリットが生まれます。

紙ではなく、デジタルのドキュメント／コンテンツの

流通量が増えなければDTP等、デジタルパブリッシン

グも発展しないと考える人は大勢います。あるいは、デ

ジタルパブリッシング環境が整備されれば必然的にデ

ジタルコンテンツが増加する、とも考えられます。そし

て Adobe Acrobat 4.0 が Microsoft Office 製品や、

Web 画面からワンタッチ操作でPDF変換ができるよ

うになりさらにメール配信機能の追加により、イン

ターネットとドキュメントがますます身近なものとな

りました。デジタル配信がますます増加するものと予

想されます。そしてポストスクリプト プリンタは、

PDFドキュメントの出力ソリューションとして最適で

あることからも、今後、一般オフィスネットワークユー

ザ層にも広く普及することは明白です。

では、ポストスクリプト プリンタによりメリットを受

けられるのは、どのようなユーザでしょうか。
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トゥルータイプとポストスクリプト

トゥルータイプフォントは、最高600dpi程度の解像度

を想定して「パソコンがビットマップ情報を作り、プリ

ントする技術」として知られています。また、よくトゥ

ルータイプと比較されるアドビのATM 4.0Jもプリン

タの解像度に併せて最高で1,200dpiの解像度でパソコ

ンがビットマップ化し、プリントします。

「フォントはトゥルータイプで充分だからポストスクリ

プト プリンタは不要」というユーザは、トゥルータイ

プの品質や出力速度に果たして満足しているのでしょ

うか？プリンタの解像度は高まり、ネットワークには

機器が増加しトラフィックが混雑しています。将来に

不安はないのでしょうか？

また、「社内文書はトゥルータイプを使用して気軽に

DTPしているけれど、社外向け印刷物ともなると外部

委託で制作している」方も多いはずです。

アドビの開発するポストスクリプトプリンタのうち、

CID フォントを標準で搭載している多くの製品には、

「トゥルータイプ ラスタライザ」が組み込まれています

（搭載の有無についてはポストスクリプト ソフトウェア

のレビジョンにより異なります。ここでは、いわゆる

「CIDフォントがネイティブモードで機能する」レビ

ジョン以降のプリンタを使用した場合について述べ

ます。詳しくはプリンタメーカーにお問い合わせく

ださい）。

Windows 95/98のユーザのほとんどは、True Typeを

使用しています。そして、アドビ製のAdobe PSプリン

タドライバを用いると、トゥルータイプの和文、欧文共

にポストスクリプト プリンタ内で最高速且つ最高品質

でプリントすることができます。

トゥルー タイプ ラスタライザは概ね次のように機能し

ます。

• Adobe PSプリンタ ドライバ（バージョン 4.1J以降）プリントダイアログで、ドキュメン　ト内の

トゥルータイプ データ転送形式を、「Type 42に変換する」を選択

→ Type 42フォーマットとは、トゥルー タイプ データを、ポストスクリプト Type 1フォントフォー　

マットのようにみせてポストスクリプト プリンタに送る形式

• プリンタ内部のトゥルータイプ ラスタライザがこの「タイプ 42（中味は “True Type Instruction”　

そのもの）」部分を高速にラスタライズ

→この時、プリント解像度は、ポストスクリプト インタプリタの解像度

• これにより、パソコンは迅速に解放されます。
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他のPDLを用いたプリンタや、パソコンがビットマッ

プ化してプリントする方法よりも、ポストスクリプト プ

リンタを使えば、 Type 1 フォントもトゥルータイプ

フォントも、速く美しく出力できるわけです。特に、

ネットワーク環境でより解像度の高いプリンタ、また、

モノクロよりもカラーのプリンタを使用している時に、

メリットが大きくなります。

ネットワークにポストスクリプトプリンタを導入すれ

ば、Macintosh、Windows、UNIX等、OSやプラッ

トフォームに依存せず、常に同じ最高品質のプリント出

力が得られます。ポストスクリプト プリンタにフォン

トが搭載されていない場合、ATMや、True Typeによ

り手軽に補完することができ、ネットワークの需要に臨

機応変に応えることができます。

このように、主にWindows 95上で、ビジネス アプリ

ケーションとトゥルータイプを使用しているユーザにも

ポストスクリプト プリンタは大きな効果をもたらしま

す。そして、ポストスクリプト フォントを用いれば、よ

り品質の高いドキュメント出力が可能になり、ドキュ

メントの訴求力、そして価値が高まります。
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アドビ純正ポストスクリプト
 インタプリタ搭載のプリンタ

Macintosh

UNIX/Linux
Workstation

PC Windows

非PostScript
Printer

ATM/TrueType（ビットマップ）

(PostScript) show

True Type (Type 42)

(PostScript) show

ATM/TrueType（ビットマップ）

TrueType ラスタライザを
搭載するインタプリタ

（メーカーにお問い合わせ下さい） AdobePS 4.Xドライバ使用
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ありません。

最高の文字組版を手軽に実現！

ポストスクリプトプリンタによる出力の最大のメリッ

トは、文字の品質が印刷並みであることがあげられる

と思います。

文字は本来、デザインの再現もさることながら、一文字

一文字が持つ、 文字の高さ、幅、そして送り量の情報を

正確に再現することが重要です。これが「文字組版」の

考え方です。

上の図からもわかるように、文字はデザインが異なれ

ばピッチも変わります。文字組版が考慮されないと、次

のような間延びした日本語になってしまいます。

ポストスクリプト技術が使用する文字は、ひとつひと

つの文字が「各々のデザインに最適な送り情報」等、文

字組みに必要な多くの情報が含まれていますから、誰

もが「写植のプロフェッショナル」に近い品質でドキュ

メントを作成することができます。また書体は、気軽に

使える10書体がパッケージされて￥19,800.-の「平

成書体（Adobe Value Pack 2.0J） 」から、写植とDTP

において、最高品質の字母を提供しているモリサワの

デザインによるものまで数多くが用意されています。

文字のクオリティについて触れるとき、「ヒント技術」

はたいへん重要です。文字を扱う時には、小さなサイズ

で出力してもかすれたり、線の太さが「いびつ」になっ

たりしないよう、ヒント技術というものを用いますが、

ポストスクリプト技術は、トゥルータイプに比べると

ファイル容量が小さく、なおかつより正確により高解

像度に再現できるヒント技術を用いています。トゥ

ルータイプは、２次のスプライン曲線を使用しており、

細かい情報を記述するには、３次のベジェ曲線を用いて

いるポストスクリプト技術よりも、より多くの情報量を

必要としてしまうからです。Type1フォントの方が、よ

り少ない情報量で、高品質な文字再現が可能なのです。

解像度が高くなればなるほど、またプリントサイズが小

さくなればなるほどその差はあきらかになるでしょう。

●正しい文字組版の一例

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
↓花園あり Coffee bag

●文字組版なしの例

widmax

最大幅値
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１枚のプリントから10万冊の雑誌まで

社内にポストスクリプト プリンタを導入すれば、これ

からは、ロットの大きなものならば制作物を P D F

（Portable Documento Format）に変換してデジタル

入稿ができるようになったり、イメージセッタや、CTP

（コンピュータトゥプレート）を介して印刷にまわした

り、ロットの小さいもの（500あるいは 1,000部程度

未満）であれば高速のポストスクリプト プリンタでオ

ンデマンドプリントしたりと、社外向け印刷物の内製

化も容易になるでしょう。

アドビは、ポストスクリプト技術を開発したノウハウを

活かして、ローエンド市場に向けてAdobe PrintGear™

を、ハイエンド市場向けには Adobe PostScript

Extreme という技術を発表しました。今後、Adobe

PostScript Extreme も Adobe PrintGear も日本語

の製品として日本市場で販売されるようになり、これ

らがすべて揃うと、家庭で使うプリンタから、毎分400

ページを超えた高速出力可能なオンデマンドプリンタ

や、5,000 dpiを超えるイメージセッタによるフィルム

出力まで、すべてがアドビのプリンティング ソリュー

ションを利用する事ができます。アドビは、各プラット

フォームにプリンタドライバを開発、提供するなど、常

にトータルなプリンティング ソリューションの革新を

めざしています。

パーソナル
プリンタの領域

ネットワーク
プリンタ

社内高速
プリンタ

オンデマンド
プリンタ 印刷機

600 dpi～ ∞
360～ 1200 dpi

対象となる機器の解像度

400　dpi～　∞　

Adobe PostScript
Adobe PostScript Extreme

Adobe PrintGear

アドビが開発したプリンティングソリューション
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PostScript 3 概略

ポストスクリプト３は、ポストスクリプト レベル２言

語仕様を拡張したものがコアとなっています。すなわ

ち、新しいオペレータの追加と共に、レベル２オペレー

タに改良を加えました。それによりページ単位のイメー

ジは、オブジェクト毎に最適な処理を施せるようにな

り、その結果、イメージ処理の高速化、スムーズシェー

ディング品質の向上等が実現されました。

PostScript 3プリンタには、標準で欧文136書体が含

まれています。今までWindowsとMacintoshとを比

べると、パソコンが標準で装備する書体が異なっていた

ため、Windowsからポストスクリプトプリンタに出力

する時に、欧文書体が毎回ダウンロードされていまし

た。アドビでは、MacintoshとWindowsの主要なOS

やアプリケーションソフトがサポートする書体を予め搭

載することで、プラットフォーム格差をまたひとつ改善

しました。

例：Macintoshで一般のアプリケーションを使い「Helvetica」という書体を使用し、Windows

上でそのドキュメントを開くと、「Arial」という書体に置き換わる。ポストスクリプト レベル 2

までのポストスクリプトプリンタには、Arial書体が搭載されていがないため、Windowsがポス

トスクリプト プリンタに対して毎回Arial 書体をダウンロードしなければならない。

　■ 拡張されたイメージ処理技術（Enhanced image technology）

・ スムーズシェーディングがより効率的に、より高速かつ高品位に再現される

・ レベル 2プリンタがクリッピングパスを扱う上で発生していた問題を、マスクド イメージの導入によ

り解決すると共に、品質、処理速度、信頼性を向上する

・ ハイファイ カラー出力のサポートにより、「n色」指定可能。将来的にはデバイスに依存せず特色に対

応できるようになる

・ スーパースクリーニング機能により、低解像度のプリンタ（600 から 1,200dpi程度）では 256階調、

高解像度の機器（イメージセッタ等）では、4,096階調ものグレースケールを描画可能。さらにエクス

トラ グレイをサポートすれば、16,000階調もの再現が可能になる。

・ レベル 2では、イメージセッタでのみ対応していたセレクタブル セパレーションズ（選択可能な分

版）機能により、ローエンドのモノクロプリンタでも信頼性の高い RIP分版が可能になる

・ 今まではアプリケーションが実行していたトラッピングをRIP内で実行可能

・ さらに正確さを追求したプリンタに依存しないカラー再現 (Device Independent Color)

　■ 先進的なページ処理技術 (Advanced Page Processing)

・ 欧文 136書体を標準で装備し、Macintosh, Windows間での標準的に使用されるフォントのほぼすべ

てを置き換えなしで出力可能

・ Idiom Recognizer（熟語認識機能）により、過去のアプリケーションが生成した PostScript Level 2

ベースのファイルも PostScript 3の言語構造に変換されて出力可能。品質とパフォーマンスが向上

　■ プラネット レディ プリンティング (Planet Ready Printing)

・ 世界中の言語環境で利用できるプリンティングソリューション仕様を実現。世界中のどのプリンタも

インターフェースも出力も統一。帳票出力等を中心とした、世界規模の企業にも必須の要素。

PostScript 3の特長を大まかにまとめると次のようになります。
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LIPS
プリンタ
ドライバ

★ PostScriptプリンタの場合

Acrobat 4.0から、　PostScript

3のコードを出力可能になりま

した。 プリンタドライバを通じて P P D を参照し、

Acrobat  4.0 が自らポストスクリプト言語
（Level 1, 2あるいは3）に変換し、プリンタに
伝送

★他言語搭載プリンタの場合

例：キヤノンの LIPS

QuickDraw
または
GDI

LIPS
データ

LIPS
プリンタ

親和性のないフォーマットの解釈を
繰り返す必要がある

伝送される
フォーマット

Acrobatが PDFQuickDrawへ QuickDrawからプリンタ言語へ

ポイント

インターネット、イントラネットのコンテンツの流通

が飛躍的に増大する中、デジタル ドキュメント配信の

スタンダードフォーマット、PDFをもっとも美しく再

現できるのはポストスクリプト プリンタです。出力も

極めて高速です。それは、そもそもPDFがポストスク

リプト技術をベースにしているからです。

基本的には、ポストスクリプト言語の記述を短縮した

ものがPDFと思えば良いでしょう。

ポストスクリプト言語ファイルをパソコン上で描画さ

せるには、プレビュー情報付きのEPSを作成してお

く必要がありました。EPSファイルは、ポストスクリ

プトプリンタでは精細に出力できますが、非ポストス

PDFのプリントにはポストスクリプトプリンタを！

クリプトプリンタでは8ビットのプレビューイメージ

しかプリントできません。PDFは、制作される時に

「プリンタ対応／プレス機器対応」にしておけば、非

ポストスクリプトプリンタでも無償で配布されている

Acrobat Readerさえあれば、いつでもどこでも制作

者が意図した通りの品質で出力ができるようになりま

した。

今後は、EPSが主にビジュアルコミュニケーション

を主体としたユーザーを中心に、PDF がビジネス

ユーザーの間で異なるプラットフォーム間でますます

重要なフォーマットとなってゆくでしょう。
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最後までお読み頂きまして誠にありがとうございました。本号に含める
ことのできなかった情報や、変更が生じた際に本書は随時改訂し、再び
このような機会を通じて、皆様のお手元にお届けしてまいりたいと考え
ております。どうぞ日々の実務にポストスクリプト プリンタをご活用く
ださい。

まとめ
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